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１．アンケート概要

実施期間 2024年8月～11月
対象者 R5年度産業人材育成フォーラム研修型(短期)インターンシップ参加学生 2年生 21名
回答数 20名 （回収率 95.2% ）

２．実習日数（実働日数）について 　       ３．参加動機について

４．実習先を決めた理由は何ですか（優先順位3つまで回答） （人）

5．インターシップ参加のための情報収集（企業検索等）は、どのように行いましたか。

（人）

※複数回答

14
産業人材育成フォーラム
のサイトのみ

産業人材育成フォーラム
のサイト未使用または他の
方法を併用

13

3～5日, 

20, 
100%

働くことがどうい

う

ものか体験し…

就職活動に役立つ…

学んできたことが現場でどう

いかされるか知りたかった, 4, 21%

単位を取得

するため, 6, 
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希望する業

種や企業の

実務を体験

したい, 1, 

5%

8

14

13

6

13

0

0

4

1

1

0

0 2 4 6 8 10 12 14 16

実習先の職種に興味があった

実習内容に興味があった

場所や距離

実習先企業に興味があった

日程があった

就職先として興味があった

手当や費用

教職員や先輩に勧められた

知人・友人が参加するため

その他

実習先に知人がいるため

先生・先輩から

の企業紹介（共

同研究先）など, 

6, 46%

企業のサイ

ト, 7, 54%

産業人材育成フォーラムのサイト以外の情報収集先



11．インターンシップ参加に向けて行った事前準備を教えてください

14 件
・実習先企業の通勤手段の確認 1 件
・ビジネスマナー等の勉強 10 件
・実習に必要だと思われる知識の復習や予習 1 件

12．インターンシップ参加前と参加後の考え方の変化について教えてください

・ホームページや、会社案内等での企業情報収集・研究
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強くそう思う・そう思う 一部そう思う部分もある そう思わない・全くそう思わない

仕事における責任感を感じる

働くことの厳しさを理解している

働くことにやりがいや充実感を感じる

仕事に対する興味や関心が高い

業種や職種について理解している

就職活動の企業選択幅が広がった

企業に対する理解が深まった

相手の意見を聞き、自分の意見を

伝えながら合意点を見いだせる

あいさつやマナーの大切さを

感じている

主体的に取り組むことの大切さを

感じる

幅広い視点を持って問題の解決に

あたることが出来る

学校で学んだことが現場でどう

活かされるか知っている

自分に足りないものに気づくことが

できる

目標に向かって自ら学び続ける
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13．インターンシップ参加の満足度について、もっともあてはまるもの一つを記入して下さい

　　

14．インターンシップの反省点について、もっともあてはまるもの一つを記入して下さい

　　

満足してい

る

25%

どちらかと

いえば満

足

65%

満足してい

ない

5%

教職員と接していない
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実習先を決めるにあたり、教職員・学校担当者・

コーディネーターからの説明や情報提供につい

て

満足して
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体験した仕事の内容について
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社員とのコミュニケーションに
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どちらかといえ
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今回のインターンシップを総合
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あいさつ、時間厳守などのマナーが守れなかった



15．インターンシップ実習で気付いたことについて記入してください　（原文のまま）
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特に感じたのは、コミュニケーションの大切さと問題解決の際問題について色んな角度から考えることの重要性

自分の専門である分野でもとっさに答えることが難しく、勉強不足を痛感しました。グループワークは何度かしてき
ましたが、あって数日の人と進めていくことは結構大変だと感じました。
企業として利益を意識する視点や、問題解決への考え方などを新たに知ることができました。

自分の積極性やコミュニケーション能力不足に気づけた

良かった点は、普段学校で勉強している内容が直接現場で役に立つとわかったところと、製造の工場を持ってい
る作業現場を間近で体験することによって労働者側の体験ができたことである。
また、作業安全衛生に関連していない営業や展示会の体験もさせていただき、知らないことをたくさん知ることが
できて良かった。悪かった点は、今以上に質問をたくさん考えて積極的に参加をしておくべきだったことである。
興味を持った点は、衛生管理者は、自分で責任を持って仕事に取り組むことで作業者の健康やその未来まで守
ることができるという点である。

従業員どうしのコミュニケーションは多く作業場も良い雰囲気でした。
安全管理や危険予知についても興味を持っている人が多く雑談の中でもここが危険だと思ってるんだけどどうか
な？と私たちに質問をしてくださる人などもいて現場の作業を知るだけでなく授業で学んでいることを実際に見る
ことが出来て良かったです。しかし、質問されても答えられないこともありまだまだ自分の勉強不足を感じました。

業務単位で労働量が違うことと英語でのコミュニケーション能力の必要性に気づけた

実際の事業所でどのように仕事が行われているかを知ることができ良かった。

インターンシップを行うにあたり、大学の講義等で現場における危険巡視を学んでいた。そのため、工場見学を
行った際に作業場の作業者の周りをよく見た際に部品等が散らかっていない。綺麗な作業場であった。

積極的・主体的に行動することの重要性グループワークや発表会・SDGsカードゲームにおいてリーダーという立
場で活動できたもっといろんな社員の方々とコミュニケーションをとりたかった

私は大学で安全衛生についての講義を受けていますが、現場ではどのように安全に配慮して作業を行っている
のか実際に体験をして知ることができ、机上ではわからなかったことが知れてよかったです。
ですが、インターンシップ実習を通して事前準備が圧倒的に足りなかったと感じました。実習に行き、思った以上
に理解できていないことが多く、企業の方に教えてもらうことがあったので、もう少し勉強をしておくべきであったと
感じました。

今回の実習を通して特に感じたことは、配布された資料はきちんと目を通しておくべきだということです。今回、そ
こを怠ったがゆえに発表の内容がほかの人と重なるという事態になってしまったので今回の一番の反省点として
このことを上げます。

働くことをリアルに体感できて、将来のイメージがついたことが良かった。

朝早くから毎日責任をもって働くことの大変を知りました。同い年の友達にはもう働いている人がいます。その友
達を遊びに誘うと明日仕事だからと断られることがあり、実習前は、私だって明日学校だしバイトもあると心の中で
思っていました。
しかし実習を行ってみると、学校に行くのと仕事に行くのでは責任感や疲れ方が違うことがわかりました。とてもい
い経験をしました。

教科書などで学べることには限度があると感じた。実際に経験、その場に立って見ないとわからないこと、実感で
きないことがあると思う。働くということのリアルを見られた気がする。

私はインターンの期間中に今まで学んだ学習を通してどれだけ自分の力が発揮できるのかを知りたいと考えた。
その結果、インターン中に様々なヒヤリハットの現場を発見することが出来た。
また、一回りも上の方々とコミュニケーションをとることも出来た。ただ、最終日の発表はとてもひどい物であった。
パワーポイントを作ることの集中してしまって、発表原稿がちゃんと完成しておらず、自分が伝えたかったことがほ
とんど伝えられなかった。自分の考えを言語化し、他者に伝えることは本当に難しいことだと、あらためて痛感し
た。

・

私が、インターンシップを通して印象深かったことは、SDGsカードゲームを用いたSDGs体験や振り返りと社会課題
解決型ビジネスモデルの構築です。
最初は、SDGsについてなんとなく知っている程度だったんですけど、ゲームを通して、SDGsの概要についてより詳
しく知れたので良かったです。また、私は、再生可能エネルギーについて、二酸化炭素の排出量を少なくする為
に発電方法について考えたりして、とても良い経験になりました。



16．実習での感想、後輩へのメッセージ等　（原文のまま）
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初めてのインターンシップで大変緊張しましたが、企業の方は優しく迎えてくださり、安心しながら勉強ができまし
た。百聞は一見にしかずということは本当で、授業の解像度も上がります。
責任や挨拶の重要性が身にしみてわかったため、普段から心がけようと思います。後輩へのメッセージは、実習
中は長いと感じるかもしれませんが、そこで全力で取り組むことによって何倍にも意味のある経験になるので、頑
張ってほしいです。

企業の下調べ大事です。

工業所の人たちはとても優しく、とてもいい経験ができたと考える。教科書に載ってる事象などだけではわからな
い、実際の現場という物を経験できることはとても大きいことだと思う。

私は、インターンシップを通して、授業の中で散見するような劣悪な職場というのは少ないと感じました。しかし、
実際に事故は発生しており、けがする人もでたことがあるらしいので、そのような事故を減らすためにも今後勉強し
ていきたいと思います。

初めてインターンシップに参加して、普段は話さないような年の離れた社会人の方とも積極的に話をすることがで
きて、とてもいい経験になった。

インターンシップは、普段は体験できないことを体験できる貴重なことなので積極的に活動して欲しい。

・
今回のインターンシップの活動を通して、自分の価値観を伝えたり、積極的に取り組むことの大切さを改めて感じ
ました。この経験を通じて、製作所への理解が深まり、自分の今後の就活の参考になると思ったので今回のイン
ターンシップは、とてもいい経験になれました。

就職について未定だったり、企業について想像がつかなかったりしたとしても、実際に経験してみることが大切だと
実感しました。行って損になることはないので、積極的に参加してみていいと思います。

視野が大きく広がる良い機会なのでぜひ参加して欲しい

従業員の方々にも効率や作業のしやすさを優先してしまう人がいて管理が難しいこと、そしてその他にも扇風機
は人が倒れてから買ってもらえるなど事故が起こってから改善する体制が出来上がっていることが課題でありそこ
にどうアプローチして行くことが良いのかを考える経験にもなったと思います。

頑張ってください

地元である北九州の企業でインターンシップができたことが良かった。また将来自分が働く際の参考にしようと
思った。

インターンは学校で友達と学ぶのとはわけが違って、本当に働いている所に私たちのために忙しい中時間を取っ
ていただきながら受けるものである。学生気分のままインターンに行ってしまうと迷惑をかけてしまうということを忘
れてはならないと思った。
せっかく企業に選ばれて行くのだから、何か一つでも学んで帰ろうとする気持ちが本当に大事である。たった5日
間のインターンでも学べることはたくさんあるのだと私は感じた。インターンで得た経験は一生の宝物になると思
う。

全体を通して企業の雰囲気や仕事の内容、資源の活用について深く学ぶことができました。
会社の方々も工場内や業務内容を懇切丁寧に指導してくださったり、最終日には発表する機会も設けてくださっ
ているので就活をするうえでも役に立つことをたくさん学べる企業だと思います。

石橋制作所はグループワークがあり、他大学の人もいるのでコミュニケーションの大切さを気づける5日間現場で
働く人と同じ時間を経験するので仕事の大変さや時間管理の大切さに気づける

自分からガツガツ前に出ないと色々体験出来たりしないので誰よりも早く手を挙げていきましょう

実習に行かないと体験できなかったことをたくさん体験できて本当に楽しかったです。
実際に工場内で作業を行いましたが安全に気を付けて作業を行うと生産量が下がり、生産量を上げようとすると
不良品を多く作ってしまい、良い塩梅で作業を行うことがとても難しかったです。この経験を将来の進路に生かし
ていけるようにしていきたいと思いました。


